
【設楽原決戦場のガイドポイント】：設楽原の狭さを感じ取る。

見どころ：聞きどころ
織田信長は、石山合戦で、雑賀鉄砲衆に苦しめられた
事が、鉄砲隊を組織する事を編み出したと云われる。

・織田・徳川連合軍の設楽原の参戦武将
〇 徳川軍・・・・・・・・・・・・・・・８０００人
・弾正山➡ 徳川家康
・松尾山➡ 徳川信康
・連吾川右岸➡ 大久保忠世 本多忠勝 榊原康政

石川数正 平岩親吉 鳥居元忠 内藤家長
・鳶ヶ巣山➡ 酒井忠次

〇 織田軍・・・・・・・・・・・・・・３００００人
・極楽寺山➡ 織田信長（柴田勝家）
・天神山 ➡ 織田信忠 河尻秀隆
・御堂山 ➡ 北畠信雄 稲葉一鉄
・本陣後詰➡ 佐久間信盛 滝川一益 羽柴秀吉他

決戦場まつり
：馬防柵再現地にて
【長篠設楽原鉄炮隊】
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【戦国の歴史の散歩道のガイドポイント】：勝頼の思い
見どころ・聞きどころ

・武田勝頼は、設楽原の弾正山に現れた織田・徳川連合を前に
して、決戦の【前日】に、領国の家臣の三浦右馬助宛に送った
手紙には、自信に満ち溢れた内容とも思われる文面が見受け
られます。
【敵 失 行 之 術 一 段 逼 迫 之 体】
【遂 本 意】

・敵は、手立てを失い、一段とひっ迫して柵に閉じこもっている。
これを好機と捉えて、今こそ撃ち掛かり、念願を叶えたい。

・武田勝頼は、乾坤一擲の大勝負に出た。押し太鼓と共に、
武田軍に一斉突撃を命じた。

・天正２年の奥美濃・高天神城の、連戦連勝の高揚した
武田騎馬隊と、信長・家康の鉄砲集団の激突になりま
した。

・柳田橋の欄干レリーフ
武田軍の騎馬隊図
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【横断幕のガイドポイント】：説明

見どころ・聞きどころ

・設楽原ボランティアガイドの会が、最初に作成した横断幕です。
新東名開通直後に、ミステリーツアーと して、１ヶ月間に２０００
名のバスのお客様が、設楽原歴史資料館と信玄塚を訪れま
した。その時信玄塚に向かう、小径の桜の木に掲げたものです。

・決戦場まつり、オリエンテーリングなど特別な時に使用します。

・横断幕は左から新城市章と、戦った武将の家紋：武田勝頼の
【武田割菱】：織田信長の【織田木瓜】：豊臣秀吉の【五七桐】
徳川家康の【三つ葉葵】：奥平信昌の【団扇軍配】が、横断幕
に印刷されています。

・柳田橋の欄干
武田軍を迎え撃つ
連合軍の鉄砲隊図
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【古戦場地図のガイドポイント】：歩いてみましょう

見どころ・聞きどころ

・現在古戦場は、田畑の広がる静かな風景の中に在り、
四季折々の景色が楽しめます。大自然と歴史の浪漫が、
あなたをおもてなし致します。

・武田軍を迎え討つ、織田・徳川軍の、壮大な戦国スぺ
クタルの陣形の中を、古戦場地図を参考に散策すると
往時の面影がよみがえります。

・この地図は、新城市東郷自治区の事業で、１００００
枚作成しました。大変好評を得ています。
歩きたくなる歴史の町の【古戦場地図】です。

・【もっくる新城の道の駅】の、観光ブースにもこの
地図を拡大した看板が掲示されています。

・もっくる新城の観光ブース
の設楽原の看板➡
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【新城市設楽原歴史資料館のガイドのポイント】：笑顔で挨拶

見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原５５２番地

・地元の豪族設楽氏が治めていた場所（設楽原）で戦いが行わ
れたので【設楽原歴史資料館】の名前に成りました。

・設楽原をまもる会の会合拠点として、郷土史研究会の例会、
蔵のコンサートなど音楽会等、多方面に利用されています。

・設楽原決戦場まつりで、資料館前の芝生広場は、小学生の
歌や踊り等で賑わいます。

・鉄砲は、全国制覇をねらう【信長・秀吉・家康】から庇護を受け
て、【近江の国友】は、我が国最大の鉄砲産地に成りました。
資料館内にも、国友産の鉄砲の他、多くの種類の鉄砲が展示
してありますので、是非ご覧ください。
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【長篠合戦図屛風のガイドポイント】：屏風の説明

見どころ・聞きどころ 設楽原歴史資料館館内に展示

・設楽原歴史資料館内の真直ぐに進んだところに、地元の
東郷東小学校の６年生が、卒業記念に美術の中山先生の
指導により描いた【長篠合戦図屛風】の大作が掲げられて
います。
この屛風で、長篠・設楽原の戦いの概要の説明を受けます。
合戦屛風には、多くの謎が隠されています。その謎を
合戦屛風を見て解読します。 ポインタ―があると便利です！

・長篠合戦図屏風は、現在１２点程が伝わっていますが、その
多くがこの屛風（犬山白帝文庫）の写本です。描写・構図の
完成度は、現存する【長篠合戦図屏風】の中で最高の作品で
す。合戦屛風は、日本独特の歴史資料でこの【長篠合戦図
屛風】で後世の人は、武田騎馬隊が、織田・徳川の大量の
鉄砲により瞬時に粉砕されたイメージが、頭の中に植え付け
られたと思われます。・・歴史は勝者により作られる。

・決してこの戦いがワンサイドゲームで無かったことは、
武田軍の戦没者が１万人、織田・徳川連合軍が
６０００人とも云われる数字が物語っています。 6



・信玄砲
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【野田城のガイドポイント】：信玄砲の説明

見どころ・聞きどころ 新城市豊島字本城地内

・夏のガイドは、竹藪の中ですので、蚊の殺虫剤が必用です。
・もっくる新城の道の駅から行く場合、駐車場がない為、豊橋方

面に向かい【川田交差点】から、保育園前を回り込んで城址
看板前で、下車し看板の内容を説明して野田城址に入ります。

・見どころとして、城内の大きな井戸、武田信玄公を、鳥居三
左衛門が狙撃したと伝わる場所等が有ります。信玄公が狙撃
された場所も、近くのお寺の【法性寺】境内の裏山に在ります。
この戦いで、５００の兵で守る家康家臣の菅沼定盈の野田城
が武田軍により開城されてしまいます。

・この戦いで使用された鉄砲が、宗堅寺に伝わる【信玄砲】で
現在設楽原歴史資料館で、展示されて見る事が出来ます

・野田城址の
石碑
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【影武者のパネルのガイドポイント】：パネル説明

見どころ・聞きどころ 設楽原歴史資料館内展示

・館内で、パネルを説明後、エレベーターで屋上に案内します。
屋上へは、エレベーターの他に、階段で行くことも出来ます。

・パネルは、【野田城】を、武田信玄が攻撃した場面からスター
トします。最後は、武田軍が馬防柵で、織田・徳川軍に奮闘
する場面で終わります。映画のロケが、【北海道の原野】で行
われた為、スチール写真と比べ屋上から観える【設楽原】の
風景の狭さに驚かれます。

・設楽原歴史資料館屋上から、馬防柵再現地が一望できます。

決戦設楽原

9



【設楽原歴史資料館屋上のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原５５２番地

・羽柴秀吉の陣地の説明。新城市牛倉宗国の雁峰山の
中腹で、武田軍が回りこまないように陣を張りました。
木下藤吉郎から、羽柴姓に改名されたのは、元亀４年（１５７３

年）以降の事で、設楽原では【羽柴秀吉】として、織田軍の
中核を担いました。

・地元の村人が避難した【小屋久保】の位置の説明。
・鳥居強右衛門と、鈴木金七郎が、長篠城脱出の狼煙を

上げた【雁峰山】の場所の説明。涼み松：のたば
・火縄銃発見の標柱の説明・【３本のコンクリート標柱】を

上からのぞいて見る。
・連吾川の説明。信玄塚を上から望むことが出来ます。

【は】はたぼこと 秀吉の陣地の名を伝う・イロハカルタ

＊古戦場検定➁：織田信長と徳川家康が戦勝祈願をしたと伝わる神社は、
次の内のどこでしょう？ ❶竹広八釼神社 ❷大宮石座神社 ❸一宮砥鹿神社
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【岩瀬忠震公のガイドポイント】：岩瀬忠震公の説明

見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原５５２番地

・岩瀬忠震公の銅像前は、記念写真を撮る絶好のポイントです。
資料館入館前に、岩瀬忠震公の説明をします。

・岩瀬忠震公は【日本の開国の先駆者】です。
・館内にも、岩瀬忠震公のコーナーが在ります。
・岩瀬忠震は、安政の【五か国条約】を締結した、新城市ゆかり

の幕閣です。竹広の東郷中学の付近に、設楽家の竹広陣屋
がありました。・・竹広表の戦い ☚・・設楽原もう一つの戦いページ

・アメリカの総領事ハリスとの間で、【日米修好通商条約】の
調印をするなど活躍しましたが、安政の大獄で、失意の内に
４３歳で亡くなりました。多くの書画を残しています。

・岩瀬忠震公の銅像の指さす方向は、忠震が提案した小さな
漁村・・現在の横浜の【開港記念館】を指さしています。

菩提寺勝楽寺の
岩瀬公顕彰碑と現在の横浜
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【お花見のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原５５２番地

・【宇宙桜】を探してみましょう！:設楽原歴史資料館から信玄塚に
向かう小路の右側に在ります。武田勝頼公伝説により、
武田勝頼土佐の会が植えたものです。

・武田勝頼公は、天正１０年３月１１日に、天目山で自刃、武田家は
滅亡したと云われていますが、四国の仁淀川町では、当時の
土佐の武将：長宗我部家を頼って落ち延びて、名前を
【大崎玄藩尉】と変名して、この地で２６年間ほど活躍して，慶長
１４年８月２５日（１６０９）に、６４歳で逝去されたと云われています。

・チンギスハンは義経なりの【英雄伝説】が此処にも在りました。
モンゴルの英雄チンギスハン 源の義経
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【火縄銃の玉発見地の標識のガイドポイント】:標柱の確認
見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原５５２番地

・火縄銃の玉発見者の内訳
・小学生４個 ・地元の農家３個 ・個人６個
遺跡発掘６個 計１９個の火縄銃の玉が、設楽原で発見
されています。小学生発見の【高橋玉】は、課外活動で
資料館に来ていた、山梨県の大和村小学校の高橋梓さんが見つけたものです。
決戦の設楽原と、武田家終焉の地の大和村を結ぶ奇遇ですね！

・火縄銃の玉の発見された、最初の記録は【大正１０年】頃です。
連吾川の川沿いの畑で、当時の小学生が見つけています。

・戦い当時の、火縄銃の玉は多くは国産でしたが、火薬はほとんど【外国産】でし
た。大坂の【堺】が外国との貿易港でした。
火縄銃の玉は、当時兵士が造りました、玉の径は１０mm程で銃に合わせて
大きさは【まちまち】です。

・令和元年5月に、資料館裏のこの場所で50人規模の発掘作業が行われ、
【天正3年の5月21日】に発射された【信長玉】とおまけとして
【10年前にパター練習で紛失ゴルフボール1個】が発見されました。

・このゴルフボールは、また元の場所へ埋め戻されました。NHKの粋な計らい
です。４００年経ればこれも立派な遺物です！

【M/T】ゴルフ玉
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【武田勝頼公指揮の地のガイドポイント】：碑面の確認

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字天王：天王山公園奥

・天王山には、大きな柴山の上に、陸軍大将土屋光春書の
【招魂碑】：大正５年４月３０日建立と、太平洋戦争中の戦死者
を祀るお墓が、武田勝頼公指揮の碑の裏側に在ります。

・設楽原まもる会が制作した、カルタ【そ】の看板が在ります。

【そ】 そこかしこ顕彰碑たてし、牧野文斎・・イロハカルタ
・牧野文斎翁は、大正３年に【長篠古戦場顕彰会】を主宰し

設楽原古戦場に、１１基の墓石碑などを建立しました。
信玄病院の医者で、信玄祖師導を始め，娯楽施設の花菱座
や、この天王山にはよく見ると【競馬場？】の跡もあります。

・戦い当時の馬の大きさは、【ポニー】ほどであったと云われ、
武田軍は、１０００頭ほど、この戦に連れて来たと云わります。

・現在は、信玄病院跡は、牧野文斎記念公園になっています。
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【武田勝頼公の観戦地のガイドポイント】：蛇に注意

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字才の神：赤ハゲ山

【あ】赤禿げに勝頼 本陣進めたり・・イロハカルタ

・八束穂の信玄の、観戦地への入り口に案内看板が在ります。
それをたよりに田畑の中を進んで、三股に分かれる所の右側
の道を進みます。左側の道は、林の中を【常林寺】へと向かう
道です。森の中ですので数人で行くことをお勧めします。
戦い当時は、アカハゲ山の名の通り、立木が無くて、馬防柵
の織田軍側が見渡せる場所でした。長篠の医王寺から、
【本陣】をこの場所へ移動をして、戦況が激しくなると、
武田軍の中央の天王山で、指揮を執ったと云われています。
武田勝頼公観戦地の石碑と小さな祠が訪れる人もなく、
ひっそり佇んでいます。

・近くにあるはかりの宿
（個人博物館）
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【織田信長公本陣地のガイドポイント】
長篠設楽原パーキング➟

見どころ・聞きどころ 新城市牛倉字城山：茶臼山稲荷境内

【ゑ】 絵図開き 軍議をかさねし 極楽寺・・イロハカルタ

・織田信長の戦地本陣は、決戦場の設楽原とは少し離れた
位置です。この時点での信長は、最前線で戦闘をするのは、
当時は、部下に任せるという立場になっていました。
極楽寺で軍議を開き、この高台の【茶臼山】に陣を敷きました。

・ここを案内するときは、新東名の下り線のパーキングは、
織田・徳川軍の陣の様式で、上り線は武田軍の飾りで、
沢山の見どころと、買い物も楽しむことが出来ます。
パーキング裏側から、新城の街並みを眼下に見る事が
出来ます。毎年８月１３日には、見晴らし台があり夏の新城
【桜淵の花火】を見る絶好のポイントです。 信長
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【馬防柵での鉄砲三段撃ちは本当にあったのか？】
見どころ・聞き所 ：うなぎの寝床のような細い連吾川を確認

・馬防柵を案内していて、お客様から質問される事柄に❶鉄砲三
段撃ちの事。❷織田軍と徳川軍の馬防柵の違い。❸柵木はどこ
から持ってきたか等の問題です。❶の鉄砲三段撃ちは、江戸時代
から流布されていたようですが、馬防柵再現地に立つと果たしてこ
の場所で三段撃ちが可能だろうか疑問を抱きます。地元の【長篠・
設楽原鉄砲隊】も幾度か三段撃ちを検証して来ました。号令が届か
ない点。敵を目前にしてこの動作は出来ない点。この狭い場所で
は３千挺の鉄砲の展開（２m間隔で６㌔の戦線）は無理との点でした。

・設楽原には、連吾川を挟んで連合軍側には３つの丘陵があります。
上段、中段、下段の三段の丘にそれぞれ横一列の隊形で鉄砲隊を
組織するとあたかも三段撃ちの戦術に変わります。もう１つの有力
説として、玉込‣渡し手‣撃ち手との分業体制があります。❷番目は
虎口（こぐち）兵士の出入り口に違いがあります。❸番目の柵木はど
こから？は、地元調達が合理的ですが、それでは馬防柵を２日半
で構築するには無理があります。岐阜から柵木を大量の鉄砲のカ
ムフラージュを兼ねて兵士に持たせたと言うのが通説ですが、この
戦いの謎の１つでもあります。

馬防柵
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【家康公物見塚のガイドポイント】：石碑の裏面確認
見どころ・聞きどころ 新城市竹広断上地内；弾正山南端

・バスで、馬防柵再現地に向かう途中に、連吾川を渡る車窓よ
り右手遠くに見る事が出来ます。

・【ひ】日は悲し 一五七五と 武田七九・・・イロハカルタ

・此処はまさに、武田軍の主力のともいえる、武田軍左翼の
山縣昌景隊と相対する場所です。設楽原の決戦の中でも、
最大の激戦地と云われる、【竹広激戦地】の広がる場所です。
今では、のどかな田園が広がり、その中央を連吾川が静か
に時を忘れたように流れます。

・昭和４１年、５月に花崗岩の角柱の、徳川家康の著者、山岡
荘八氏揮毫の【設楽原決戦場碑】を、新城市郷土研究会

（設楽原をまもる会初代会長の峯田十光氏）が中心になり建て
ました。

・断上山では見事な古墳群が見られます。 18



【連吾川と雁峰山のガイドポイント】：川の狭さを体感

見どころ・聞きどころ 新城市竹広字断上：連吾川竹広橋地内

【に】 日本の歴史 かえたる 設楽原・・・イロハカルタ
・当時の雁峰山（かんぼう山）は、付近の３７ヶ村が入会権を

持つ草山でした。現在の様に、緑で覆われた木々はありませ
んでした。戦後の植林で今の様になりました。

・連吾川は、雁峰山を水源地とする、【５キロ】ほどの豊川に
注ぐ細い川です。弾正山と、信玄台地に挟まれたこの場所で
新城市の人口（４万７，０００人）以上の兵士が、壮絶な戦いを
繰り広げました。

・織田信長軍３万人と、徳川家康軍８，０００人
武田勝頼軍１２，０００人が【長篠城付城軍３，０００人】が
この設楽原の狭い場所に集結しました。

＊古戦場検定③：長篠合戦屛風の中に鹿の兜で
仁王立ちしている徳川軍の武将は次の内だれか？
❶ 榊原康政 ❷本多忠勝 ❸ 平岩親吉 19



・連吾川は、柳田川、断上川、連吾川と川の流れる村落の名前
が付いていましたが、現在は総称して【連吾川】です。
こ小さな小川が、織田・徳川連合軍が弾正山に築いた、
陣城のお堀の役目を果たしました。

・連吾川は、竹広の古文書によると、寛永７年（１６６７）に
柳田付近で水田灌漑の為、上側に新川が出来ました。
豊川用水により灌漑の役目を失い、昭和になり無くなりました
が、所処に川の跡を見ることが出来ます。

20



【竹広激戦地のガイドポイント】：看板説明

見どころ・聞きどころ 新城市竹広地内

火おんどりの安全祈願のお清め➠連吾川

【ぬ】 ぬかるみに 馬も しりごむ 連吾川・・・イロハカルタ

・竹広陣屋跡から東郷中学校へ、向かう連吾川の道路の橋のたもとの
片隅に設楽原の戦いの説明看板が在ります。

・竹広激戦地の石柱が立つこの下が、連吾川です。
此の場所では【火おんどり】の行事でのお清めが行われます。
毎年８月１５日のお盆の夜、竹広の【火おんどり保存会】 の面々が、
この連吾川の場所で【水ごおり】を行い身体を浄めて、火元峰田家より、
信玄塚の火おんどり会場へ歩いて向かいます。

・火元の峰田家でお神酒を頂き、火おんどりの戦没者の
慰霊の火祀り・・【火おんどり】が始まります。

・軍馬の供養塔は、全国的にみても珍しい塔です。

火おんどり道行き➡

21



【八剱神社のガイドポイント】：中学の馬防柵のフェンス確認
徳川家康公👉

見どころ・聞きどころ 新城市竹広字宮川１７２番地

【た】 たぐいなき 騎馬隊 倒す 三千挺・・・イロハカルタ

・もっくる新城の道の駅から、バスで馬防柵再現地への、
大宮交差点を右折した所で、八剱神社が目の前に現れます。

・八剱神社は、竹広地区と大宮地区の一部の【鎮守】の森で、
春と秋には、村祭りが行われます。昔は村芝居も盛大に
行われました。

・戦い時、徳川家康と織田信長は、弾正山の裏手側の窪地に
大軍を隠して、いざ戦いが始まると、新手の兵士を次々に、
前線に繰り出し、武田騎馬隊を悩ましたと云われています。

・この八剱神社周辺には、徳川家康軍の大軍が展開して
いました。

村祭り➡
演目：国定忠治 と
愛染かつら

22



【岡崎信康本陣地】・新城市富永字松尾山

・家康は、嫡男岡崎信康（17歳）に信長本陣から2キロ先に後方隊の

先鋒隊として、石川数正・平山親吉を付け松尾神社に本陣を置いた。織田信
織田信長に後詰を依頼した関係上陣地は、信長の前面の位置です。

織田信忠

岡崎信康は、
信長・家康
の嫡男です。

松尾神社

23
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【武田諸将訣盃跡のガイドポイント】：井戸を探してみましょう！
見どころ・ききどころ
・武田4将の馬場信房・山縣昌景・土屋昌次・内藤昌豊が、明日の決戦を前に、

戦の場所を見置き、清井田の清水湧き出る泉に集まり、今生の名残の決別の
水盃を交わした場所です。

・武田4将は武田家の為に命を捧げました。武田4将の生きざま精神を
現代に伝えたいと思います。

・いかだカーニバル
耕雲弥栄号の船の武将旗



【小屋久保のガイドポイント】：出沢七久保
雁峰山中腹（小屋久保）が狼煙を上げた場所付近

見どころ・聞きどころ 決戦場まつり➡

平和祈願狼煙隊

・この場所へは、花の木公園の近くの、七久保から林間を行く
方法と、本宮山中腹と、中央からは【長篠・設楽原パーキング】

からの方法の３通りがあります。
・いずれも雁峰山の林の中を、車で走行する事になります。
・鳥居強右衛門と、鈴木金七郎重正が、のろしを上げたと伝わ

る【涼み松】と、【のたば】の史跡があります。
・信長と家康への謁見後の帰り道が、二人の運命を分けました。
・鳥居強右衛門は、長篠城外の篠場野で磔刑になりました。

君命に殉じた、強右衛門の潔さは武士の手本と持てはやされ
ました。

・鈴木金七郎は、武士を捨てて、作手の田代へ帰農しました。
【ら】来援を 見届け 金七郎帰農する・・イロハカルタ

25



【万人ヶ入りのガイドポイント】：看板の裏へ廻る
大海の放下踊り（8月14・15日）➡

見どころ・聞きどころ 新城市大海緑ヶ丘

・大海地区の緑ヶ丘の、大仙研修棟の前に
【万人ヶ入り】の看板が在ります。その裏側に回ると素敵な
ロケーションが目の前に現れます。

・この高台からは、当時、長篠城の籠城戦の舞台の、戦場に
なった【有海原】と【長篠城】が見渡せたと思われます。
大きな窪地もあり身を隠す場所もありました。

・連吾川の土手沿いに在るホタル保護の看板 26



【山縣昌景公の塚のガイドポイント】：火おんどりとお墓の説明
見どころ・聞きどころ 新城市竹広字山形４９８番地

・山縣昌景は、黒地に白ききょうの旗印で、馬防柵を築き待ち
受ける、徳川家康の大久保忠世・忠助兄弟に果敢に、騎馬
で突撃を計り奮戦しましたが、最後は力尽きました。

・墓の中央の【山縣墓】と彫られた碑は、江戸時代の三河絵図
の中にも描かれています。

・墓の左のお墓は，大正３年に、長篠の戦い顕彰会により
建立された物です。

・歴史資料館から、もっくる新城道の駅に帰る途中に墓参として
立ちよります。山梨県からの方は、此処で武田節を一緒に
合唱して参拝して往時を忍びます。武田慕情もあります。

・この場所では、火おんどりの火元の、【当時の庄屋】峰田家
のお話をします。戦い直後から火おんどりの【火】の採火は、
峰田家が執り行って来ました。

・山梨県天澤寺の扁額と
山縣昌景公墓➡

・小浦宗光住職様から４名の
ガイドが説明を受けました。

27



【黒畑阿弥陀堂のガイドポイント】：小烏丸の説明

見どころ・聞きどころ 新城市竹広字山形５４６－１番地

・市道竹広須長線の、設楽原歴史資料館途中の、信玄塚へ
向かう坂道に在ります。

・山縣昌景公が、最期に従者の志村又右衛門に託した短刀
【小烏丸】は、第二次世界大戦後に、米進駐軍の武器の徴収
で接収され行え不明になりました。惜しい事をしました。

・この奥の小径を歩いて林間を【３分程】進むと、【設楽原歴史
資料館】の裏側に到着します。火縄銃の玉発見地の３本の、
コンクリート柱に出会えます。

28



【長篠合戦屛風のガイドポイント】：首級の行くえ

見どころ・聞きどころ 昌景公ホームページ
山縣昌景公子孫 椚 孝信氏 製作

・山縣昌景は、武田信玄の嫡男、武田義信の重臣飯富虎昌
の弟で、当初は【飯富源四郎】と名乗っていましたが、義信の
謀反に連座して、虎昌も処刑されたのを機に、山縣家の名跡
を継、駿河、遠江、三河衆の統括をになっていました。

・山縣昌景公には、八人の子息があり、嫡男の【甚太郎】はこの
戦いで壮絶な最期を遂げましたが、武田勝頼の死後、各地に
落ちのびて、それぞれの地で活躍しています。平成１０年１０
月佐世保の山縣泰彦氏により、山縣塚一帯の墓苑が大きく
改築され整備されました。最近では、藤沢の山縣雅武氏の
皆様も、この地を訪れ慰霊され、【火おんどり】の盆供養の
行事も見学されています。

故 志村けん氏
本人も驚く戦国との繋がり

令和２年３月２９日コロナ禍で
他界されました。

29



山縣昌景公の首級は、決戦の設楽原から山梨県天澤寺へ！

【信玄塚【火おんどり】の歴史】愛知県指定無形文化財
・毎年８月１５日の夜、火元の峰田家を出発した【鐘】・

【太鼓】・【笛】の行列は、火おんどり坂の途中にある
【山縣昌景公の墓】にお参りして、信玄塚に繰り込みます。
戦い直後から、戦時中の灯火管制の中でも連綿と行われ
てきた鎮魂の盆供養です。
・昭和０６年 信玄塚で盆踊りが始まり現在迄続いています。
・昭和１０年７月９日 山梨県人の【長篠古戦場見学団】来訪された。
・昭和１０年８月 竹広の森谷広三郎は【信玄塚の由来】を刊行した。
・昭和１１年８月 松竹で、火踊りがニュース映画で放映された。
・昭和１３年５月 山梨県人により【宝篋印塔】が建てられた。
・昭和３１年３月 【韮崎市新府城】へ武田将士の英霊が分骨された。
・昭和３４年９月 伊勢湾台風により大松・小松がダメージを受けた。
・昭和４０年５月 火おんどりが、県の指定無形文化財に指定された。
・昭和４９年８月 福来寺・広全寺の前亡僧の墓石を改築した。
・昭和５０年２月 【四百年祭供養塔】が建立された。
・令和０２年１１月 大松・小松がまつくい虫の被害で枯れ死した。

・彼岸花の体内時計は正確で、お彼岸の開花時期をたがえたことがありません。
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【住職の小浦御夫妻と、山縣昌景公の子孫：山縣雅武氏らが私達を出迎えてくれました。】
４４４年目の慰霊法要を営んで頂き、私達も御霊前に手を合わせて来ました。

天澤寺住所：山梨県甲斐市亀沢２６０９番地
31

天澤寺の古くからの山縣公墓と新しい山縣昌景公のお墓

・首級は無時従者志村又右衛門により、遠く離れたふるさとの甲斐の国に持ち帰られ
菩提寺の天澤寺に祀られていました。設楽原をまもる会の初代会長の（故）峯田十光氏の
著書『柿の種』にも首級の行くえを心配した記述がありましたが、故山に帰れたことが分り
これで安心されたことでしょう。

位牌



【岡部竹雲斎と岩手左馬之助のガイドポイント】：坂を滑らないよう注意

見どころ・聞きどころ 新城市竹広字山形：首洗い池西北

・首洗い池から、後ろに目を向けると畑の土手に石塔を見る事が出来
ます。秋には彼岸花が咲き誇ります。此処へは、細い坂道を気を付け
て上がります。首洗池のベンチで休憩を取り、さあ元気に出かけましょ
う！戦国の【ロマン】を求めて！

・【本田玉】の、火縄銃の玉発見の標柱もその直ぐ近くに在ります。
・資料館石垣の

火おんどりレリーフ
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【原昌胤公のガイドポイント】:畑には入らない
見どころ・聞きどころ 新城市字山形望月家畑中

・原昌胤公のお墓は、信玄塚の南西約１００㍍の新城市竹広字
山形５３７番地の３の平な畑中に在り、信玄塚の、小塚付近
より見える位置に在ります。

・原昌胤家は、代々武田の譜代の重臣であり、【陣場奉行】の
要職を務めていました。

・畑の横の、山縣昌景公墓に、真直ぐに伸びる細い農道が、
戦い当時の幹線道路の【三州街道】です。

・この、長篠・設楽原の戦いの【戦目付】は、武田軍は、
跡部勝資で、徳川軍は、本多忠勝だと云われています。

・山縣公墓に向かう当時の街道➡
現在は農道・信玄塚小松より
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【内藤昌豊公の塚のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字天王：天王山公園奥

・お墓は、資料館前の道路を隔てた、中こども園の、天王山
広場の奥まった【武田勝頼公指揮の地】の石碑奥に在ります。
お墓の横には、設楽原をまもる会制作のイロハカルタ【な】の
看板が立っています。

【な】内藤の 陣地も墓も 天王山・・イロハカルタ

・内藤昌豊は、【信虎・信玄・勝頼】の三代に仕えた老臣の一人
で、信玄に重く用いられました、弓矢の名手として活躍して、
織田・徳川軍の馬防柵を破るなど烈しい戦いを展開しました。

・『本多忠勝家武功聞書』によれば、内藤昌豊の兵二十余人が、
第三の柵を乗り越え押し込んで来た記述があります。

・内藤昌豊公の年齢は、書物により54歳、60歳とも伝わります。
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【横田備中守綱松公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ新城市八束穂字天王：天王山招魂碑西側横
・横田綱松公の塚は、天王山の招魂碑の築山の裾の、

武田勝頼公指揮の碑の横に在ります。塚の後ろには、
昭和43年３月に建立された、東郷地区の太平洋戦争の
戦没者の慰霊碑が在ります。
その碑の中にも、出征した兄弟３人が誰も帰れなかっ
た家が４軒あります。 👇 東郷地区戦没者慰霊碑
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【米倉丹後守正継公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市大宮字長頭貝津：連吾川上流右岸

・塚は、東郷東小学校の裏門から、丸山砦跡を右手に見て、
連吾川を越えて、細い十字路を右折し２００㍍にあります。
塚の途中の連吾川土手に立つ【物言わぬ戦いの証人】の看板👇
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【小幡信貞の塚のガイドポイント】
塚は黒畑阿弥陀堂の裏側➡

見どころ・聞きどころ 新城市竹広字山形５４６番地

・小幡塚は信玄塚から竹広の段上集落への、下り坂の途中の
【黒畑阿弥陀】の３０㍍奥に在ります。ここは、設楽原歴史資料
館の第三駐車場になります。

・ここからは、設楽原の馬防柵周辺が、右前方に見渡すことが
出来ます。

・【東郷の戦国史跡の会】の看板で、武将の足跡を訪ねて下さい。
・お墓の横の細い山道を上がると、３分で３本の火縄銃発見の

標柱と、設楽原歴史資料館の裏側に続きます。

・設楽原歴史資料館
スケッチ画
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【甘利信康公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字天王：柳田の辻

・甘利塚は、設楽原歴史資料館から、馬防柵再現地に向け
坂を下った交差点の右側の位置に在ります。

・山梨県の甘利郷には、武田家発祥の【武田八幡宮願成寺】
が在ります。このお寺は、ノーベル章の受賞者の大村智博氏
の菩提寺でもあります。甘利信康は、設楽原の戦いでは、
武田軍の左翼隊に属し、天王山の麓のダンドウ屋敷付近に
留まり奮戦むなしく、頼みの村人が馬防柵の手伝いに従事し、
たことで無念の立腹切腹をしたと伝えられています。

甘利信康公塚➡ ・柳田橋近くの本多プラス㈱竹広倉庫
大きく古戦場の看板が張られています。
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【もう一つの設楽原の戦いのガイドポイント】

竹広表の戦い・・現在の東郷中学辺り 柳田橋の欄干

・天正三年の設楽原決戦の四年前、【設楽原の戦い】ともいえる【竹広】の
戦いがありました。【竹広表の戦い】・当時、徳川氏への帰属を鮮明に
していた豊川三人衆（牧野文斎氏提唱）と武田方の三河先遣隊の秋山
信友軍が、竹広で衝突した戦いです。

・秋山軍と戦った豊川三人衆は、【野田城の菅沼新八郎定盈】
【川路城の設楽越中守貞通】【石巻西川城の西郷弾正清員】
と甥の西郷義勝の三氏でした。・戦になった事情は、【田峰の菅沼】
【作手の奥平】が武田方になったが、この豊川三人衆が徳川方のままで
あった事から攻撃された。三氏が協力して戦ったので、秋山軍は早々に
竹広を去った。この戦いで応援にかけつけた、西郷義勝が討死した。
義勝の夫人が徳川家康の側室となり、のちの西郷局（通称お愛の方で
す）２代将軍秀忠の生母です。

・竹広陣屋近くに立つ
竹広表の戦いの看板➡
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【髙森恵光寺快川公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市大宮地区：米倉塚近く

・高森恵光寺快川公の塚は、東郷東小学校の裏門から
丸山砦跡を右手に見て、連吾川を越え細い十字路を
左に曲がると２００㍍程の先に見えてきます。↧看板

＊古戦場検定④：次の内武田五砦で無い砦は？
❶鳶ヶ巣山砦 ❷中山砦 ❸文殊山砦 ❹姥ヶ懐砦 ➎君ヶ懐砦 ➏久間山砦 40



【五味貞氏の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字藤谷

・【り】 律儀にも 塩瀬が残す 五味の首塚・・イロハカルタ

・東郷東小学校の裏門から、須長の集落に向かう途中の、
左岡上に在ります。謎の塚の看板が、道路に見えるように
立っています。勝頼公観戦地の【才ノ神西の位置】です。

・五味貞氏の、子孫は、諏訪湖の周辺に多くいて、毎年の
ように【子孫の会】で、この場所を訪れ回向を手向けます。

・碑面の【傳】は、墓と伝えるということを意味しています。
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【土屋昌次公の塚のガイドポイント】
八楽児童寮事務所前に在る太田夫妻の胸像

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字八子

【つ】土屋昌次 柵にとりつき大音声・・イロハカルタ

・八楽児童寮を過ぎて、５０メートル程歩いた右手奥に在ります。
大正３年に【長篠古戦場顕彰会】より建立された石碑と、大正
６年に子孫の土屋正直氏によって立てられた、いくつかの
石碑が在る大きな墓域です。

・塚の隣のカルムの家は、八楽児童寮を巣立った若人・家族が、
帰郷の【家】として建てられました。太田順一郎・松枝御夫妻は、
子供たちの【鐘の鳴る丘・希望の家】として尽力を注ぎ、八楽児童寮
を創設し【多くの夢と希望】を子供達に捧げ現在に至っています。
信玄地区の歴史です。同じ地区に住む者として誇りに思います。
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【真田信綱・昌輝公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂字上前田：三子山

【み】三子山に真田兄弟の墓ならぶ・・イロハカルタ

・八束穂公民館を過ぎてから、四反田川沿いに左折し
【甲田】の石標を左に見て進んだ所に在ります。

・武田軍にとり【諏訪法性の兜】は【御旗楯無の鎧】と並んで
掛けがいの無い宝物でしたが、それを忘れて敗走する程の
大敗でした。【甲田】は【諏訪法性の兜】を、初鹿野伝右衛門
が、戦いで落ち延びる中で、疲労困憊の末落とした所だと
伝わります。

・真田家の家紋の【六文銭】は、三途の川の渡し賃と云われ、
戦いで死をも恐れない【勇猛】さを表しています。
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【山本勘蔵信供の塚のガイドポイント】：父は軍師山本勘助

見どころ・聞きどころ 新城市川路字下川路

・山本勘蔵の塚は、勝楽寺前激戦地を豊川に向かう
田の中の、農道脇に在ります。

【か】勘蔵は この地に死して 名を残す・イロハカルタ

・川路の勝楽寺の門前から、200m程の南の田のあぜ道に
【傳山本勘蔵信供之墓】と小さな一石五輪塔が祀られています。

山本勘蔵は、武田勝頼の旗本付であったと伝わります。
徳川軍の、本多忠勝などの武将の追撃をかわしつつ、設楽原に
向かう大海辺りの地で壮絶な戦死をしたと云われています。

・川路の人々は、山本勘蔵の塚を【カンスケの塚】と呼んで
親しんでいます。 父親は軍師山本勘助➡
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【高坂昌澄の塚のガイドポイント】：昌澄の父は『甲陽軍艦』の
筆者とされる高坂昌信で武田２４将の一人です。

見どころ・聞きどころ 新城市川路字小川路 ちかくの川路城の
お鷹井戸➡

・【ゆ】 故ありて 昌澄の墓は小川路に・・イロハカルタ

・川路集落の国道151号線から、豊川へ向かう道は、勝楽寺
横：郵便局右：駐在所左と、この大宮川近くの高坂昌澄の
塚へと向かう4本の道があります。ゆっくり探してください。

・↑近くの巴神社
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【松平伊忠公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市有海字作神：有海原

・もっくる新城の道の駅から、長篠方面に向かい長篠大橋手前の
有海の交差点を、左折した林の裾に在ります。

・連合軍の唯一城持ちの武将で戦死をしたのが松平伊忠です。
・深溝松平家は、戦いではいつも最前線で戦い、松平伊忠は、

長篠・設楽原の戦いで、息子松平家忠は、伏見城の戦いで討死
をしています。そのため子孫はその功により、徳川幕府の重臣と
なり明治維新時には、島原７万石の大名となりました。松平家忠
は、家忠日記を書き残し当時を知ることができる貴重な文献に
成っています。・額田郡深溝に、松平氏の菩提寺【本光寺】が在
ります。お墓の補修時に、大量の小判等が発見されたニュース
が話題に成りました。

紫陽花寺としても有名です！
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【馬場信房公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ新城市字出沢前畑（橋詰）

・馬場信房公の塚は、 武田勝頼が寒狭川【猿橋】を越えて
落ち延びるのを見届けた、横川の銭亀交差点脇に在ります。
ここは、決戦場の設楽原からの退却の道筋上になります。
大正３年に、長篠古戦場顕彰会により建てられた、高さ１５５
㌢、幅１２０㌢の【馬場美濃守信房之碑】があります。碑の隣
には、明治２６年に地元の今泉金次郎氏により建てられた
【馬場美濃守戦地之墓】が祀られています。
・出沢地区の人々は、昔から忠烈な勇士馬場美濃守を祀っ

て来ました。現在は、区総代が主催し毎年８月２４日にお施
餓鬼が行われています。近くには、名勝【鮎滝】があり笠網
漁が夏の時期の風物詞となっています。
新城市ご当地ソング・・【寒狭川慕情】・・ユーチューブで検索！
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【笠井肥後守満秀公の塚のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市出沢的場田：龍泉寺

・新城総合公園裏手の出沢地区の【龍泉寺】の裏の
出沢公民館に隣り合って【笠井肥後守満秀公】の
墓域が在ります。イロハカルタ
【わ】【わが主君の身代わりとげし 笠井肥後】

・武田軍退却の古戦場跡 お食事は花の木公園で三河のナイアガラの
滝を見ながら！ お話も店主の丸山様に伺うことも出来ます。

４８



【丸山砦のガイドポイント】：戦いの跡
石座神社の祭礼：大宮地区の笹踊➡

見どころ・聞きどころ 新城市大宮

・甘利信康公墓を、馬防柵を左に見ながら、須長公民館方面に
進んだ交差点の左側に在ります。現在は、小さな小山ですが、
当時の丸山砦は、戦場の北側の【重要な拠点】でした。
斜面を注意しながら登ると、当初佐久間信盛・のち馬場信春の
史跡案内の石柱が立っています。此処からの眺めは、設楽原の
古戦場の狭さを感じ取ることが出来ます。

・ここで約５万人余りの、兵士が戦ったと思うと驚きです。
織田・徳川軍の築いた、馬防柵再現地前方に見て、左側には、
武田軍が陣を張った【信玄台地】の山並みを見渡すことが
出来ます。しばし、戦国の昔に思いを馳せます。
戦い当時、織田信長・徳川家康が戦勝祈願をしたと伝わる
石座神社がこの先に在ります。
・丸山砦跡の近くの
石座神社と神馬小屋➡
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【馬防柵再現地のガイドポイント】：戦いの跡
見どころ・聞きどころ 新城市大宮字清水：弾正山東裾

・設楽原をまもる会は、１９８１年に前長１１０ｍの【馬防柵】を手造で再現しました。
織田信長と徳川家康は、ここに到着すると、馬防柵を２日半で築きました。
設楽原決戦場まつりでは、勇壮な火縄銃の演武と、子供たちの戦いの模擬合戦
が見られます。

・武田勝頼観戦地、【才の神（アカハゲ）】の位置説明。
・織田軍と德川軍の、馬防柵の虎口の違いの説をします。
・鳥居強右衛門が、狼煙を上げた雁峰山の涼み松の説明。
・連吾川の説明：河川改修前は、台風で常に溢れる様な小川の説明。
：田は明治８年の記録では、下田と記録された沼田でした。
・馬防柵の由来の説明。岐阜から信長が兵士に柵木1本と縄を持たせました。
・鉄炮三段撃ちの解説『諸説あり』:玉込め31秒:その間に武田軍に騎馬は、

340m疾走して馬防柵に到達します。Ą玉を込める兵士Ｂ銃を渡す兵士と
Ｃ鉄砲を撃つ兵士の分業体制が今では有力です。

・土屋昌次の祖霊の碑の説明をします。
・信長・家康の巧妙な作戦・極楽寺での軍議後、ウナギの寝床のような

狭い設楽原に馬防ぎの柵を構築しました。
・当時、この辺りは、雑木で江戸時代初期の植林で今の様になりました。

＊古戦場検定⑤：設楽原から今までに発見された火縄銃の玉の材質で最も多いものは？
❶ 土玉 ❷ 鉄玉 ❸ 銅玉 ❹ 鉛玉
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【馬防柵再現地のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ 新城市大宮字清水 犬山城

【れ】 連吾より 浜田につづく 馬防柵・・・イロハカルタ
・戦い当時、織田信長・家康連合軍は、弾正山の裏側に、軍隊を隠していて、

次から次へと新手の兵士を戦いに繰り出したと伝わります。
【弾正山全体を、陣城化】して鉄壁の軍事基地を構築しました。

・武田軍は、甲斐の国から約１０００頭余りの馬を、戦いの為に連れてきた
と言われています。当時の馬は【木曽駒】のような小形の馬でした。

・左前方に見える【丸山砦跡】の説明。当時は今の倍の大きさで、昭和
になり現在の姿になりました。織田軍の佐久間信盛と、武田軍の馬場信房
が奪い合った、設楽原北側の重要な戦場になった場所と伝わります。

・馬防柵の役割の解説：①柵木に掛ける事で【命中率】が上がる。
②柵木に掛ける事で、【長時間戦える】③柵木に掛ける事で、柵の内で
戦う兵士が【安心して戦える】防御施設 推定7000本から8000本の柵木使用
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【新城市のお盆の三奇祭のガイドポイント】
火おんどりの他にも

【乗本万灯】・・・新城市乗本・・鳶ヶ巣山
【鍋づる万灯】・・新城市市川・・万灯山
【火おんどり】・・新城市竹広・・信玄塚
夏の炎のまつりに酔いしれる！

・【乗本万灯】 ⇛毎年８月１５日の夜、精霊送りと 悪霊鎮送の
意味を持つと云われマンド・マンドと唱えながら行われ、
市内竹広の火おんどりと並び【火】を使う盆行事です。
さらしを腹に巻き、足にはわらじをはいた勇壮な若者が、
５から６㍍の縄につけられた。【万灯】（麦わらで作成）を力強く
頭上で振り回します。

・乗本万灯は、火おんどりの盆供養と同じく、長篠・設楽原の
戦いの鳶ヶ巣山砦の、戦没者の慰霊の行事も兼ねているとも
伝わります。

乗本万灯👉

👈鍋づる万灯
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長篠合戦屛風に描かれている武将です。私は誰でしょう？

＊喜蔵とりつぎ銃 全長１58㎝ 墨書銘天正11年9月9日 京都大徳寺龍源院所蔵
日本で最古の在銘火縄銃 信玄砲も戦国時代の伝説の古い火縄銃です。
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【首洗池のガイドポイント】：池の鯉を覗いてみよう！
見どころ・聞きどころ 新城市竹広字高原地内

首洗池の蓮の花➡

・首洗池は、もっくる新城の道の駅から、車で５分程の、竹広
交差点の手前の場所に在ります。【信号が赤で】車が停車し
た場合は、【大変運が良い】と思って下さい。

・改修によって現在はプールの様な、味気ない池に成っていま
すが、戦いが終わり、周辺の両軍の遺体処理を、この池で行
ない兵士の身体を清めて信玄塚に埋葬したと云わります。

・大将首は、この近くの聖堂山勝楽寺で【首実検】がなされまし
た。織田信長は、【松楽寺】を勝利に因んで、【勝楽寺】に
変えた逸話があります。

＊古戦場検定➅の回答 ➀織田信長②武田勝頼③徳川家康④羽柴秀吉⑤本多忠勝
➅山縣昌景➆長篠城・・川に掛る橋と天守閣は当時なかった。 55



【首洗池２】：草魚１５０㎝黒色を探そう！

見どころ・聞きどころ 新城市竹広地内：首洗い池

・イロハカルタ【首洗い 池は血色に水にごる】の看板が在ります。
・首洗池は、以前は灌漑用のため池の役割を果たしていましたので、

今迄に何度か池の【改修の記録】が、竹広の古文書に在ります。
・前回は、平成２３年１２月１７日に現在の様に、竹広区の大勢の

協力を基に、新城市の【めざせ明日の町づくり事業】の支援を
得て完工しました。

・完工時に、２０匹、池に放した色とりどりの【鯉】が、今では
１００匹あまりに増えて、大きさも５０㎝ほどに育っています。

・この池から季節になると前方に
森谷家の鯉のぼりが気持ち

よさそうに空を泳ぐのが見えます。
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【首洗池の看板のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市竹広地区内：首洗い池

・飯田線の【三河東郷駅】を利用した方が、設楽原歴史資料館
へ向かう途中の、休憩する場所に建てられています。
お地蔵さまと、木製テーブルベンチが御出迎えをしてくれます。

・戦国時代の面影を残す興味深い歴史や、自然がお待ち致し
ます。のどかな田園が、広がる古戦場をゆつくり歩いてみま
せんか。看板を見て、【設楽原を巡るコース設計】を考えて
見て下さい！

＊新城市のご当地ソング・・【新城恋慕情】・ユーチューブで検索してください！ 57



⒊匹の龍の
驚きの写真
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・火おんどりは、令和元年は台風の最中でも盛大に行われ、令和２年は、コロナ禍の
中でも規模を大幅に縮小して無観客で行い長年の伝統を次代に引き継いでいます。
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【信玄塚のガイドポイント】：戦いの最終章の祈りの場所
見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄原５５８番地

・【大塚】信玄塚広場の東北端に在り、高さ３㍍塚の径１3㍍の
円墳形・・塚の上に【供養塔と地蔵石仏】があります。昭和46
年8月15日に、竹広八剣会は、2代目【松碑】を建立しました。

・【小塚】信玄塚広場の南端に在り、高さ1，5メートル塚の径3，
6㍍の円墳形です。かっては、３００年に及ぶ雄大な松が、そ
びえていました。それぞれ、【大松】・【小松】と呼んでいました
が【伊勢湾台風の影響】で枯れてしまいました。

・宝暦7年（１７５７）に、竹広の断上に生まれた【空道和尚】が
造ったと伝わる【観音石仏と小塚供養物】が塚上にあります。

・信玄塚４００年供養塔の前
ボーイスカウト パチリ！
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【閻魔大王像のガイドポイント】：閻魔堂の裏側も見ましょう！
見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄塚広場

・お参りすると全ての人が【極楽浄土】に往生出来ます！
・施主:旗本設楽家領主・・設楽貞根
・製造年:江戸時代の宝暦７年（１７５７）
・年齢:２６４歳・・令和２年現在
・兄弟:１３人兄弟の上から５番目の地蔵菩薩
・好物:コンニャク・・沙汰を下す上でコンニャクは、表裏が無く

人の生きざまを正直に映す為と云われています。
・所在地:新城市竹広信玄原５５７番地１
・床面積７．２８㎡現在のお堂は平成１１年２月吉日新築落成

・閻魔大王坐像の裏側➡
地蔵菩薩を背負っています
お盆の８月１５日のみ御開帳されます。

・この冊子を手にした方は、ご利益満載！
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【福来寺のガイドポイント】：祈りの場所

見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄塚広場

・信玄塚では、福来寺の説明が欠かせません。合わせて、閻魔大王
坐像の作者の説明をします。空道和尚は、正徳年間の（１７１１）年
に、竹広の農家に生まれ、幼少のころから利発で、旗本設楽家に
取り立てられ、鈴木千之助と称しましたが、武士の生活に疑問を
持ち、仏門に入りました。和尚の最期について、般若寺の記録に
は、【安永元年９月１８日、自ら断食して往生す】とあります。般若
寺の裏山に穴を掘り空気孔を付け、念仏を唱えながら亡くなったと
云われる人物です。

・現在【勝楽寺】で祀られている、長篠・設楽原の戦没者の位牌は、
牧野文斎氏による【信玄祖師堂】に寄進安置されていたものです。

・こんな驚きの切符もあります。
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福来寺と閻魔大王御朱印セット

63

数えうた採譜
ピアニスト
中村はるみ氏

昭和６年より盆踊りの曲目として信玄塚で歌い踊り継がれています。

・戦前戦後の長い間の唄い手
故 稲垣福次様現在は、稲垣孝治氏



【福来寺の絵地図のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ 新城市竹広信玄塚広場

・絵地図の中に、福来寺の住所が左に描かれています。
・下部の赤く描かれている場所が現在の、閻魔堂から竹広公民館に

続く農道です。
・信玄塚の広場の中央に、福来寺が在るのが分かります。
・閻魔堂が、現在と昔と同じ位置に在るのが分かります。
・信玄塚では、現在は盆踊りに合わせて竹広区民の夜店があります。
・昭和6年から始まったと伝わる信玄塚の盆踊り風景写真

☟
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【供養塔のガイドポイント】：鉄製のサークル棒がありません
見どころ・聞きどころ 信玄塚広場には五基の供養塔

・昭和13年５月２１日に、山梨県内外の有志により、高さ３
６０㌢基礎石１５０㌢の山梨県産の花崗岩で【長篠役甲軍戦没
将士慰霊塔宝篋印塔】が建立されました。

・横の副碑には、長篠・設楽原の戦いの模様が５８８文字で刻ま
れています。裏面には、基金協力者１８４名・１４団体と発起人
名が彫られています。供養塔のサークルの鉄棒は、太平洋戦争
中に鉄材の供出で提供され現在迄ありません。

・昭和３１年３月２４日に、山梨県韮崎市により、武田将士の英霊
が韮崎市の【新府城址】に分骨されました。韮崎市により
【長篠の役軍陣没将士分骨碑】も建てられています。

盛大な分骨式写真
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【信玄塚の供養塔のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ 竹広信玄塚広場 火おんどり道行

【め】 冥福を 祈る 武将の慰霊牌・・・・イロハカルタ
・昭和５０年２月１日（１９７５）に、長篠・設楽原戦後４００年祭

の記念事業として【四百年祭供養塔】が建立されました。
碑高３．６５㍍ 台座幅２㍍ の宝塔形です。

・世界では、【戦いの火種】が続く 信玄塚では鎮魂の火祭り、
【火おんどりの盆行事】が続く！

・地元の人は、戦いの後、命を落とした武者を、敵味方の区別
なく埋葬して弔って、人々の優しさや、戦いの無い世界への
願いを込めて【火おんどり】を続けて来ました。写真左から（故）

笛の名手：滝川時夫氏、数え歌の唄い手：稲垣福次氏、太鼓鐘の名手：
竹内幸男氏と親戚

巨大松明➡

・村人の手間と心が、戦いの戦没者を祀る。
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【昭和２８年の信玄塚のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ 竹広信玄塚広場

閻魔堂の前の看板➡
・昭和３４年の９月２６日の、【伊勢湾台風】の影響で、樹齢３００年

以上経た雄大な大松と、小松が相次いで枯れてしまった。現在
は、その後に植えられた松がずいぶん大きくなっています。

・昭和46年8月15日に竹広八釼会は、大塚の下に石碑を建立
しました。碑の文面は以下の通りです。

【討死の霊に手向けん二代松幾世霜を命永かれ】
・設楽原の、古戦場に住む人々は、戦い直後から、【長篠・設

楽原の戦没者】の慰霊供養を、竹広の【信玄塚】で４００年以
上に渡り連綿と行って来ました。当時手当てを受ける小松写真 左

67
＊令和２年１１月 松くい虫の被害で大松・小松が枯れてしまった。大松写真☝



・武田勝頼が長篠から側室に出したラブレター 🏣
手紙は、おそらく医王寺本陣から受け人の元へと思われます。
『機嫌いかがお過しですか。そればかりが心にかかり、そなた
の事を思い続けています。入梅のことで油断なく養生すること
が大切です。』残念ながら切封で宛名不明：東京大学が所有しています。
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見どころ・聞きどころ：家康から褒美をもらった満光寺の鶏
・元亀年間（１５７０）家康が武田信玄に
追われ逃げる途中、満光寺に泊まった時に
「一番鳥が鳴いたら起こして」と頼み寝た。
夜半にいつもより早く鳥が鳴いたので言われ
たとおり住職は家康を起こした。家康一行は
急ぎ闇の中を出発した。すると夜明けと共に、武田軍の
山縣昌景が寺を包囲した。家康一行は危機一髪命拾いをし
たという。後で武田軍が寺を奇襲した事を知り、家康は、
満光寺の鶏に３石の（米）扶持を与えたという。
【やまの𠮷田の 満光寺様のトリになりたや ニワトリに】
この民謡は、今ではほとんど歌われませんが昔は、山吉田
近隣の方は皆さんが歌えたと言われます。満光寺の庭園は、
誠に見事なもので愛知県の文化財の指定を受けています。
５月の連休には、縁側の緋毛氈（ひもうせん）の上に座り
素敵なサツキを眺める事が出来ます。まるで桃源郷に迷い
込んだ様な気持ちになります。☟満光寺庭園☟道の駅鳳来三河三石
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見どころ・聞きどころ：飯田線の電車を真上から見れます。
・湯谷温泉は、鳳来寺を開した利修仙人が発見されたと伝わ
る源泉【鳳液泉】が湯元です。天竜奥三河国定公園の、
自然の恵み溢れる静かな環境の中、宇連川の両岸に９件ほ
どの旅館が温泉街を形成しています。板敷川の清流も見ご
たえがありますが、【田舎茶屋まつや】で、大変美味しい
と評判の炭焼き五平餅を頂いた後に、目前の湯谷温泉１０
景の１番のビュースポット【薬師如来】からの【馬の背
岩】の眺めは実に絶景で全国に発信したく成ります。インスタ

この湯谷渓谷には多くの鳶が生息し、湯谷観光ホテルでは
トンビの餌付けも体験することが出来ます。夏はホタル観賞、
冬は東栄町の花祭（ダイジェスト版)、レンタサイクルで
景色を楽しみながら散策等の旅を満喫することが出来ます。

薬師如来像と馬の背岩
足湯の利修仙人
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見どころ・聞きどころ：作手にある山城【山家三方衆】
【古宮城】武田信玄が重臣の馬場信房に命じ、元亀２年（１５
７１）に奥平氏の亀山城監視の為に築城した、武田氏の最新の
技術の粋を凝らしたお城です。長篠・設楽原の戦い後廃城と成り
ましたが、今でも当時の遺構を見ることができ、続１００名城
にも推薦され、多くの山城ファンが日本各地より訪れます。

【川尻城】奥平氏が、群馬から作手に入り最初に築城したお城で
す。後に亀山城に移りそこを本拠地としました。

【亀山城】応永３１年（１４２４)奥平貞俊が築城、奥平氏５代
が居城としました。元亀年間には武田氏側に属していましたが、
離反し徳川氏に着きました。そして長篠城の戦いへと移ります。

【文殊山城】長篠・設楽原の戦いの２年前【元亀年間１５７０
～７３】に、武田氏との和睦の証として造られたお城です。作手
の見晴らしの良い位置に築城したお城で別名を【一夜城】とも云
います。遠く本宮山方面と作手盆地を見下ろす事が出来ます。

【宇津木城】奥平氏が、赤羽根・見代・和田に至る山道を監視する
ために築いたとも考えられる出城です。住所作手大字保永字打木

【和田城】和田の南の丘陵に城跡があります。天文６年（１５３７）に
築城されたと伝えられています。天正元年（１５７３）に奥平氏が
武田を離れ、徳川家康についたため、合戦の舞台となりました。

【塞之神城 】 米福長者とも武田軍が築城したとも伝わるお城。作手
山城の中でも年代的には古く、古宮城を見下ろす位置に在りました。

【石橋館】つくで手作り村の道の駅近くの【慈昌院】が、石橋館の跡で
す。奥平氏の長篠城の戦い後の輝かしい歴史の陰には、謀反で
４２名が亡くなると云う一族の惨劇が石橋館でありました。

７１



【鳥居強右衛門勝商のお墓】
見どころ・聞きどころ 織田信長の命で此処に葬ったと伝わります。

【お墓は、新城市の新昌寺と豊川の松栄寺にもあります】
強右衛門の奥様のお墓もここ甘泉寺に祀られていました。

コウヤマキの巨木【樹高２８㍍幹囲６・５㍍】
＊坂田住職の読経の中、ガイドのメンバーは鳥居強右衛門の位牌に焼香してまいりました。７２



【阿寺の七滝】はじめ新城市内には沢山の滝があります。
・鳴沢の滝：作手守義小滝８０
・百閒滝 ：七郷一色：県内最大滝

・ナイアガラの滝：横川長篠堰堤

【乳岩・乳岩峡】【ナイアガラの滝・日本三大美堰堤】

日本の滝１００選の一つです。
・阿寺の七滝

鳴沢の滝 百閒滝（パワースポット）

乳岩川に沿う３㌔の渓谷を
乳岩峡と呼びます。鍾乳洞 花の木公園内にある発電所の堰堤です。７３



【空道和尚は、設楽原山麓に多くの造形物を残しています】
空道和尚の作品を訪ねて

・信玄塚の閻魔大王座像

・竹広の牧野宅に祀られている 賓頭盧尊者像⇛ ☝

・聖堂山勝楽寺の魚鼓

・大宮石座神社の神馬

・空道和尚は、還暦を迎えた年に閻魔大王像を彫り上げ、
般若寺の裏山に穴を掘り民の平安と、設楽原の戦没者の御
霊を供養しながら入寂したと伝わります。
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山梨県甲州市では、毎年
【ふるさと武田勝頼公まつり】の
行事で、慰霊法要と、武者行列
で、武田勝頼公を偲んでいます。

＊甲州市ご当地ソング・・【武田慕情】・・ユーチューブで検索！ 75



【辞世の句ガイドポイント】

見どころ・聞きどころ

・【辞世の句】は、後世に作成された物が多くあると云われていますが、
武田勝頼夫妻と、嫡子信勝の辞世の句は、新府城から再起を図るべき、
小山田信茂の岩殿城へ向かう途中の３月３日の夜、現在の甲州市の
【大善寺】に着き３月１１日に【自決する間に】詠まれた辞世の句だと言
われています。
・柏尾山大善寺は、甲州ブドウ発祥の地と云われていて、【ぶどう寺】とも
呼ばれ、ワイン、ブドウも販売しています。ぶどうを持った薬師如来が祀
られています。
・武田勝頼に取り、武勇こそが【存在証明】・家臣の結束という、複雑な
家系の運命を背負わされていました。
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【設楽原の古戦場の歌】：決戦場まつり等で披露されています。

・祝 ４０周年 設楽原をまもる会
＊武田家終焉の地 甲州市との交流
毎年会員による
【ふるさと武田勝頼公まつり】
に参加して慰霊を弔って来ました。

景徳院山門にて➡

77
・信玄塚:昭和５６年８月１５日
供養塔再建記念 武田家旧恩会



見どころ・聞きどころ 新城市設楽歴史資料館エリア

・宇宙桜は、【武田勝頼土佐の会】が、平成２９年４月２９日の
設楽原をまもる会の総会後に植樹したもので別名
【ひょうたん桜】とも言います。遅咲きの桜で、設楽原歴史
資料館周辺の桜が満開後に薄白色の花を咲かせます。

・武田勝頼公が、甲斐の天目山で自決せず、土佐に落ちのび
ていたなんて、なんという戦国の【歴史のロマン】ですね。

・故 中嶌才資氏の色紙
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【日本一短い手紙の発信地のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市竹広東郷中学前畑中

・バスで、東郷中学を通る時に、この辺りの場所から手紙が、
本多作左衛門から、奥様宛てに発信された事をお話をします。

・手紙は、天正３年５月１８日～２０日の間に書かれたもの。
本多重次は、この設楽原の決戦で７箇所に傷を受け、目を傷めた
と云われています。

・新城市消防署入口を入った右側に、新城ロータリークラブが建てた
【日本一短い手紙】の石碑が在ります。市内の方でも、この石碑の
存在を知る人は多くはありません。

・この道を、北に真直ぐ進むと信長・家康が、設楽原に到着次第、
軍議を開いたと伝わる、【極楽寺跡】が左手高台に見えてきます。
極楽寺が、その頃建っていたか不明ですが、設楽原歴史資料館に、
極楽寺の【布目瓦】が展示されています。

・極楽寺跡に
立てられた看板
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【牧野文斎記念公園のガイドポイント】
東郷中こども園前の祖師堂の看板➡

見どころ・聞きどころ 新城市八束穂八子９７１番地

・公園は、平成２１年４月１８日に信玄病院の
跡地に出来ました。八楽児童寮の道を挟んだ
前に在ります。石造りの大きな２本の門柱が、往時の信玄病
院の隆盛を偲ばせます。

・明治・大正・昭和と、信玄病院は、県内でも有数の入院病棟
を持つ病院でした。信玄病院へ行く道の左右には、駄菓子屋、

旅館、たねや、提灯屋、綿屋等が繁盛しました。文斎氏は、
病院経営の傍ら、地域の振興事業にも多くの貢献を果たしま
した。牧野文斎氏の【長篠古戦場顕彰会】は、史跡保存に
尽くし、古戦場に多くの墓石碑を建立して、戦没将士の慰霊
に勤めました。【長篠古戦場顕彰会】の思いは、現在【設楽
原をまもる会】に引き継がれています。

☚ありし日の信玄病院
信玄祖師堂の写真➡
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【京都鴨川の三条大橋橋桁のガイドポイント】
見どころ・聞きどころ

・天正11年刻印の京都三条大橋の橋桁が、設楽原歴史資料館前の
岩瀬忠震公の銅像前の木陰の中にあります。
織田信長と武田勝頼は、7年前の設楽原で雌雄を決する死闘を繰り
広げました。

・天正10年6月２日に信長は、京都本能寺で没した、そのわずか3ヶ月
前の天正10年3月１１日に武田勝頼は、甲斐の天目山の田野の地で
自刃しました。 歴史の織りなす綾でもあります。

・二者が没した翌年の刻印が刻まれた橋桁が、この設楽原の
新城市設楽原歴史資料館に在るのも、何かの因縁であろうか？

・それとも、京都本能寺で没した織田信長と、三条河原にさらされた
武田勝頼公が、現況確認と互いの健闘を称えにやって来たので
あろうか？いずれにしても、何の看板も無いため、三条大橋の橋脚は
静かに時を数えるのみである。

【ヤマユリ】が咲くと、梅雨が明けます。戦国の【長篠・設楽原の戦い】も新暦７月９日
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【しんしろ戦国絵巻三部作のガイド】：鎮魂の慰霊祭です
見どころ・聞きどころ

・長篠合戦のぼりまつり 新城市長篠：長篠城址周辺
・作手古城まつり 新城市作手：亀山城址周辺
・設楽・原決戦場まつり 新城市：設楽原古戦場周辺

・【長篠・設楽原の戦い】の両軍の戦没将士の霊を慰めるために、慰霊法要や、
長篠設楽原鉄砲隊の火縄銃の演武、武者行列等が行われ当時の様子が
再現されます。それぞれの地区で、まつりの特徴を工夫して、見ごたえがあ
るまつりに成っています。戦国絵巻三部作のまつりで、往時を忍びます。

・地域の活性化にも繋がり、子供から大人まで多くの見物人で賑わいます。
新城市の歴史資源の、伝承発信の場にも成っています。

・長篠のぼりまつりでは、鳳来地区の小学校のちびっ子ガイドが活動していて、
その説明を受けるのも楽しく歴史を学ぶ事が出来ます。知って得するチャン
スです。

・長篠・設楽原バトル キャラクターキャストです！私は誰でしょう？
イラストキャスト提供 小野田真由美氏と原田克幸氏
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【勝楽寺のガイドポイント】 勝楽寺竜宮門➡
令和２年夏落成

見どころ・聞きどころ 新城市川路字夜燈：JR三河東郷駅前

・お寺の国道１５１号線に面した場所に【ね】ねんごろに まつり
絶やさぬ 勝楽寺・・イロハカルタの看板が在ります。

・勝楽寺では、毎朝、設楽原の戦没者の読経が挙げられます。
・聖堂山勝楽寺は、豊川の近くに在り、決戦当時勝楽寺前は、

【勝楽寺前激戦地】となりました。史跡も周辺には多くあります。
・本堂入口に、掛る【聖堂山勝楽寺の扁額】は、西郷隆盛と一緒に、

桜島の錦江湾で入水自殺を計った【月照】の兄弟弟子の【月舟】
が書いたもので、庫裏に掲げられている空道和尚造と伝わる
【魚鼓】と同じ、聖堂山勝楽寺の寺宝に成っています。

・岩瀬忠震公の石碑も大きく立派なもので、【岩瀬忠震会】により
毎年慰霊法要の供養が営まれています。

・岩瀬家の
墓石群

・前の畑中に立つ
勝楽寺前激戦地の看板
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【続日本１００名城の作手古宮城のガイドポイント】：NO150
見どころ 聞きどころ

・設楽原歴史資料館から、少し足を延ばして古宮城を訪れる方が多く見受
けられます。国道１５１号線の杉山交差点を３０１号線沿いに４０分程山道
を進んだ所に在ります。奥平氏の亀山城を過ぎた、作手高原の中央の小
高い森の中です。白鳥神社の領域です。

・古宮城は、元亀３年（１５７２）に、奥平氏の【監視】のために武田信玄の
重臣馬場信房が、甲州流の縄張りで、武田と三河との最前線に、最新の
軍事基地として築いた城です。亀山城の目の前の位置に造られました。
武田氏築城術の粋を極めた遺構跡を見ることが出来ます。

・横堀と竪堀、そして土塁が複雑に組み合わさった縄張りはコンパクトなが
ら周辺でも例を見ない巧妙なものです。築城から２年後に、織田徳川軍の
前で自焼しましたが、名城の面影を今に残しています。

武田信玄も勝頼も、ここに滞在したと思うと、戦国のロマンですね。
巨大迷路のような縄張りですので、グループで行くことをお勧めします。

作手歴史民俗資料館➡
・古宮城の情報がゲット出来ます。

84作手高原で深呼吸



新城文化会館中ホールの緞帳図：【山湊馬浪の図】やまのみなとうまのなみ ⇓
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【弾正山古墳群のガイドポイント】

見どころ・聞きどころ 新城市竹広字断上１５４－１
現在９号墳：10号墳を周回するマウンテンバイクコースを整備中！
・弾正山古墳群9号墳（粕塚） ・弾正山古墳群地図

・弾正山古墳群１０号墳（物見塚）

＊古戦場検定➆： 朝日さす 夕日輝く み仏の つばきのもとに 黄金千両
どこに武田軍の軍資金が埋まっているのでしょう？➀９号古墳 ➁椿の木 ③仏様 86



【古戦場の昔ばなし②】 『 石座神社の神馬 』 大宮地区

・この馬は、初め白い馬でしたが毎夜に出て田畑を食い荒らすので格
子造りの馬小屋に入れて黒く塗った。そうしたらもう出てこなくなったと
云う。空道和尚作と伝わるこの神馬は、体高１０５㎝、体長１５０㎝

昭和３３年４月１日 新城市指定文化財

【古戦場の昔ばなし③】 『 おとら狐 』 長篠地区

・長篠の戦いの折、長篠城本丸の櫓の上から１匹の狐が戦いの様子を
見ていました。長篠城内の稲荷末社に棲む狐で文字道理高みの見物
をしていましたが、鉄砲の流れ玉に当たり左目を失明しました。それ
までも左足を痛めており、片目片足の異形の狐でした。その後戦いに
勝った城主は、 稲荷末社を置き去りにして新城へ移ってしまいました。
怒った狐は、城の近くに住む万兵衛の娘【おとら】にとり憑き生き続けま
した。【おとら狐】はとり憑いた人間の体を借りて、長篠城の戦いを語り、
多くの人に悪戯を重ねました。困った住人は医王寺の住職に
頼んで、伏見稲荷を迎え、おとら狐を封じ込んだといいます。
品物が紛失すると油揚を供えて探してもらう風習がありました。
城藪稲荷は現在大通寺境内に移り多くの信仰を集めています。 ８７



＊□清酒 豊臣秀吉 製造元 日本泉酒蔵（株）
＊□本醸造 明智光秀 製造元 林酒造
＊□信州の白い酒 川中島 製造元 （有）千野酒造場
＊□清酒 清州城信長 鬼ごろし 清州桜酒造（株）
＊□純米大吟醸 ねのひ 織田信長 製造元 日本酒蔵元
＊□戦国浪漫之酒 高級清酒 長篠合戦 製造元 福井酒造（株）

＊□清酒 濃州諸白 女城主 製造元 岩村醸造（株）
＊□山廃仕込みの酒 奥三河長篠城強右衛門 製造元 日野屋商店

＊□純米不老門 長篠合戦図屛風 製造元伊勢谷商店
＊□純米吟醸 井伊直虎 製造元 花の舞酒造（株）
＊□純米吟譲 利家の郷 製造元 常盤醸造（株）
＊□岡崎の地酒 家康の郷 本醸造 製造元 柴田酒造場
＊□純米吟譲 白鷺の城 清酒 製造元 田中酒造場
＊□純米酒 風林火山 製造元 大冠酒造（株）
＊□大吟醸 徳川家康 製造元 丸石醸造（株）
＊□焼酎 武田二十四将軍師 山本勘助 製造元笹一酒造（株）

＊□純米吟譲生貯蔵酒 明智光秀 桔梗咲く 製造元 東和酒造

＊□純米吟譲 明智光秀 時は今 美富久酒造
＊□蓬莱中取り純米吟譲 光秀 製造元 渡辺酒造店
＊□キレ味緑茶 Asahi 若武者 製造元 アサヒ飲料（株）

・さて貴方は、いくつ□にチエックが付きましたか？
・時の流れの中で、廃業の製造元もあります。

８８



見どころ・聞きどころ： 平井郷ヶ原の山城

【夷ヶ谷城：別名円の平城】城は東西１２０㍍×南北
１５０㍍程の規模であったと考えられており、昭和３３年４
月１日に市の史跡に指定されています。長篠城主や新城城主
の奥平信昌の四男で、徳川家康の養子となった松平忠明がこ
の城で生まれた事が分かっています。遺構は残っていません
が、高低差がある地形が城の面影を感じさせます。【手ぶり
よく踊る酒井のえびす舞】5月20日設楽原の決戦前日の極楽
寺山の軍議の席で、徳川軍の重臣酒井忠次が、 得意とする
かくし芸の【夷舞（えびすまい）】を披露した。夷ヶ谷城と
して、その城名が残っています。
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見どころ・聞きどころ：東栄町の民話より
・天正三年五月二十一日の【長篠・設楽原の戦い】に敗れた
武田軍は、寒狭川と宇連川伝いに一路信濃に向かって敗走した。
望月右近太夫義勝（信濃望月郷城主）もその一人であった。主従
５名は難儀を重ねやっと御園村へとたどり着いた。村の老婆に一
夜の宿と食事をを所望し床に就いた。ところが老婆はその足です
ぐ名主に伝えると、竹槍を持った大勢の村人に取り囲まれてし
まった。望月義勝も、はかられた事を悟りもはやこれ迄と【竹槍
をもって我に迫は見苦し、我が刀をもって我を斬れ。我は信濃の
産。死後は信濃風が吹き来るところへ葬れ。さあらば仇せじ】と
大喝して果てた。ところがである、村人は義勝の大小の刀と持ち
金を奪うと遺骸は谷底へ突き落してしまった。暫くするとその村
に災難があり不幸が続いた。これはあの武士の怨念だと、義勝が
言い残した様に、信州風の吹く御園峠に移し祠を建てねんごろに
祀ったところ災いは止んだ。刀は、氏神様の熊野神社に奉納した。
現在は【望月様】とあがめられお祭りがなされています。
・望月峠に祀られている望月義勝の祠・花祭りの鬼のイラスト

評判のカキ氷

・茶禅一☎0536－76-0621 冬季は道路事情で休業する時もあります。
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【設楽氏ゆかりの城館】
＊➀増端寺屋敷：（新城市富永字原ノ内）
鎌倉期の居館跡で設楽氏発祥の地
国道１５１号線の沿線にあります。

＊➁岩広城：（新城市富沢）１３１２年に
築かれたとされる。別名岩広村広瀬城。設楽守通の別城
とされています。豊川の広瀬岸にあります。

＊③川路城：（新城市川路）別名大坪村古城。
城跡に歴代城主が鷹狩の鷹の飼育に使用さ
れたと伝わる「お鷹井戸」があります。城跡の
西に小川路稲荷が残っています。新城川路
駐在所奥にあります。

＊④来迎松城：（市内富永）城跡には稲荷大明神
と宝筐印塔があります。

９１



信玄塚の小松の写真

・先祖の心を大切に再び松を植えて、又再生する日が必ずやってきます。
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【設楽原決戦場まつり】

平和祈願狼煙隊：雁峰山中腹
参加者は現代の強右衛門です！

現代

・狼煙はドラム缶に発炎灯１００本程度を
使用します。
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・山梨県甲府市の皆様 新城市長：穂積亮次様と【ようこそ新城市へ】お出迎え
令和元年１１月２日 新城市設楽原歴史資料館前にて

☟馬防柵再現地にて
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この「まち」には、いっぱい次の世代に伝えることがある！
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・多くの皆様のご協力で完成致しました。今後も整理をしてまいります。有り難う御座いました。

１００



２０１７年２月に新東名高速道路新城インターが開通しました。

これにより古戦場の景観が変わりましたが、長篠・設楽原を訪れる多くのお客様の交
通が便利になりました。もっくる新城の【道の駅】も連日賑わいを見せています。
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富永神社 新城市宮の後７８番地 ０５３６－２２－１９６９

この【祭礼能】は、富永神社で行われる秋の例大祭の初日に奉納される【能】と【狂言】を
言います。長篠城主であった奥平信昌は、新たに築いた城（新城城）の落成記念として
観世与三郎を招き、城中で祝能を催したのが始めだと云われています。

102



新城市出沢・横川地区の寒狭峡に掛る小さな沈降橋です。

設楽原の決戦で負けた武田軍が、故郷の甲斐の国を目指して落ち延びて行った
エリアと云われています。
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新城市出沢の寒狭川は、江戸時代の１６４３年に新城藩主が【二の滝】が木材の運搬の障
害に成っているとの苦情を耳にして、石工を呼び寄せてこれを切り開かせました。この時出
沢の瀧川宗右衛門一貞（地元の代官）が、さらに私費を投じて三の滝の【棚巌】と言われた
大岩盤も切り開かせました。これにより滝を飛ぶ鮎の群れが増え、１６４６年瀧川家は【永代
滝元支配】のお墨付きを与えられ、以来、出沢地区の特権に成ったと云われています。 104



利修仙人は、欽明天皇（５７０年）に生まれたとされます。文武天皇が病気になられた時都
に招かれ、鳳凰の背に乗って京都に飛び、法力で病気を治癒しました。天皇はたいそう喜
ばれ大宝３年（７０３年）に、この山に壮大な七堂伽藍を建て【鳳来寺】と命名されました。
山の名も【鳳来寺山】と呼ばれるようになりました。利修仙人は、３０８歳の文慶２年（８７８
年）に入定されたと云われています。

105



所在地 新城市作手鴨ヶ谷字門前の甘泉寺境内にあります。推定樹齢は６００年以上で
樹高２８㍍、幹囲６，５㍍の大木です。優雅さと剛健を誇り、全国一にふさわしい名木です。
烈士 鳥居強右衛門勝商のお墓の横に守護神の様に佇んでいます。
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・設楽原決戦場まつりは、信玄塚・歴史資料館・馬防柵再現地をメイン会場として、
【設楽原をまもる会】が中心となり、地域の皆様が協力して行う【手作りのまつり】です。
設楽原をまもる会は、昭和５５年７月に誕生して４０周年が立ちました。設楽原
古戦場に点在する戦国将士の多くの塚は、一族の【あした】をかけて戦った彼らの
夢の跡である。そのはるかへだてた【あした】を、地元に住む私たちが護って行く
まつりが、【設楽決戦場まつり】です。
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織田信長・徳川家康の築いた馬防柵の弾正山風景

【馬防柵再現地】
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大善寺（新城市西入船）は、１５３２年田峯城主菅沼定継が新城市片山に【大膳庵】を建て
たのが始まりだと云われています。徳川家康公の長女・亀姫の発願で大膳庵を、現在の場所
に移して【大善寺】と改めたと云われています。境内には【亀姫の墓】とされる塔が在ります。
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